
〇

〇法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
五
条

令
第
十
七
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
適

用
し
な
い
金
融
庁
長
官
の
権
限
は
、
次
の
表
の
銀

行
代
理
業
者
の
欄
に
掲
げ
る
銀
行
代
理
業
者
に
係

る
同
表
の
権
限
の
欄
に
定
め
る
金
融
庁
長
官
の
権

限
と
す
る
。

第
五
条

﹇
同
上
﹈

銀
行
代
理
業
者

権

限

銀
行
代
理
業
者

権

限

﹇
略
﹈

令
第
十
七
条
の
四

第
一
項
第
二
号
か
ら

第
六
号
ま
で
、
第
九

号
及
び
第
十
号
に
掲

げ
る
金
融
庁
長
官
の

権
限

﹇
同
上
﹈

﹇
同
上
﹈

株
式
会
社
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ

信
託
銀
行

株
式
会
社
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ

信
託
銀
行

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
・
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

そ

の

他

告

示

城
西
館期

間

令
和
八
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で

対
象
特
別
要
人
所
在

施
設
の
所
在
地

高
知
県
高
知
市

上
町
二
丁
目
五
番
三
十
四
号

対
象
特
別
要
人
所
在

施
設
の
敷
地

高
知
県
高
知
市

上
町
二
丁
目
五
番
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

発 行 内 閣 府
（原稿作成 国立印刷局）
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次
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〇
金
融
庁
告
示
第
七
十
五
号

銀
行
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
号
）
第
十
七
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
銀
行
法
施
行
令
第

十
七
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な
い
金
融
庁
長
官
の
権
限
等
を
定
め
る
件
（
平
成
十
四
年
金

融
庁
告
示
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊

〇
警
察
庁
告
示
第
八
号

重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

九
号
）
第
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
及
び
当
該
対
象
特
別
要

人
所
在
施
設
の
敷
地
並
び
に
当
該
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

警
察
庁
長
官

楠

芳
伸

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
船
舶
所
有
者

等
責
任
制
限
、
再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
銀
行
法
施
行
令
第
十
七
条
の
二
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な
い
金

融
庁
長
官
の
権
限
等
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
金
融
庁
七
五
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る

小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る

法
律
第
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
の
規
定
に
基
づ
き
、
対
象
特
別
要
人
所

在
施
設
等
を
指
定
す
る
件
（
警
察
庁
八
）

〇
返
納
を
命
じ
た
旅
券
を
無
効
と
す
る
件

（
外
務
三
一
八
）

〇
特
定
水
産
資
源
（
さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま

い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま
い
わ
し
対
馬
暖

流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
系

群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か

た
く
ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ
い

日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
）
に
関
す

る
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第

十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
を
公

表
す
る
件
の
一
部
を
変
更
す
る
件

（
農
林
水
産
一
五
六
二
）

〇
特
定
水
産
資
源
（
く
ろ
ま
ぐ
ろ（
小
型
魚
）

及
び
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
））に
関
す
る

令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第
十

五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
を
公
表

す
る
件
の
一
部
を
変
更
す
る
件

（
同
一
五
六
三
）

〇
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
場

を
認
定
し
た
件
（
国
土
交
通
一
二
一
七
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
一
二
一
八
）

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
防
衛
二
五
一
〜
二
五
三
）

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
等
訓
練
を
実
施
す
る

件
（
同
二
五
四
、
二
五
五
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
一
〇
一
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
九
八
）

〇
道
路
に
関
す
る
件（
北
海
道
開
発
局
七
三
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

法
務
省

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
五
〇
）





対
象
特
別
要
人
所
在

施
設
に
係
る
対
象
施

設
周
辺
地
域

高
知
県
高
知
市

旭
町
一
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
井
口
町
、
石

立
町
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
越
前
町
一
丁
目
及
び

二
丁
目
、
大
川
筋
二
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

追
手
筋
二
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
大
原
町
、

小
津
町
、
帯
屋
町
二
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

上
町
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
、
小
石
木
町
（
次
の
図
面
に
示
す

部
分
に
限
る
。）、
河
ノ
瀬
町（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

桜
馬
場
、
三
ノ
丸
、
城
北
町
、
城
山
町
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
新
屋
敷
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
水
通
町
、
大
膳
町
、

鷹
匠
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
玉
水
町
、
天
神
町
（
次
の
図
面
に

示
す
部
分
に
限
る
。）、
唐
人
町
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
通
町
、
中
須
賀
町
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

西
町
、東
石
立
町
、東
城
山
町（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

平
和
町
、
本
丁
筋
、
本
町
三
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
、
升
形
、
丸

ノ
内
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
南
河
ノ
瀬
町
（
次
の
図
面
に
示
す
部

分
に
限
る
。）、
宮
前
町
、
山
手
町
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限

る
。）並
び
に
山
ノ
端
町

備
考一

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
警
察
庁
及
び
高
知
県
警
察
本
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
公
表
す
る
。

二

側
端
の
一
方
の
み
が
こ
の
表
の
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下
欄
に
掲

げ
る
区
域
に
含
ま
れ
る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ
な
い
道

路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と
も
一
方
が
当
該
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の

区
間
に
接
す
る
交
差
点
は
、
対
象
施
設
周
辺
地
域
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

三

側
端
の
少
な
く
と
も
一
方
が
こ
の
表
の
対
象
特
別
要
人
所
在
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下

欄
に
掲
げ
る
区
域
に
接
す
る
水
面
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）の
区
間
は
、
対
象
施
設
周
辺
地
域

に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対

応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改
正

後
改

正
前

さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま

い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖

流
系
群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か
た
く

さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま

い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖

流
系
群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か
た
く

第
一
・
第
二
（
略
）

第
一
・
第
二
（
略
）

第
三
ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群

第
三
ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群

一
（
略
）

一
（
略
）

ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ
い
日
本
海
西
部
・

東
シ
ナ
海
系
群
に
関
す
る
令
和
８
管
理
年
度
（
令
和

８
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12月
31日
ま
で
の
期
間
を

い
う
。）に
お
け
る
漁
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
15条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ
い
日
本
海
西
部
・

東
シ
ナ
海
系
群
に
関
す
る
令
和
８
管
理
年
度
（
令
和

８
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12月
31日
ま
で
の
期
間
を

い
う
。）に
お
け
る
漁
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
15条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

二
都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量
（
法
第
15条
第
１

項
第
２
号
関
係
）

二
都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量
（
法
第
15条
第
１

項
第
２
号
関
係
）

法
第
15条
第
１
項
第
２
号
の
都
道
府
県
別
漁

獲
可
能
量
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
都
道

府
県
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ

る
数
量
と
す
る
。

法
第
15条
第
１
項
第
２
号
の
都
道
府
県
別
漁

獲
可
能
量
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
都
道

府
県
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ

る
数
量
と
す
る
。

都
道
府
県

都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量

都
道
府
県

都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

宮
崎
県

30300




宮
崎
県

27300




（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三
（
略
）

三
（
略
）

第
四
～
第
八
（
略
）

第
四
～
第
八
（
略
）

（
単
位
：
ト
ン
）

（
単
位
：
ト
ン
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対

応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改
正

後
改

正
前

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）
及
び
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大

型
魚
）
に
関
す
る
令
和
８
管
理
年
度
（
く
ろ
ま
ぐ
ろ

に
係
る
大
臣
管
理
区
分
に
あ
っ
て
は
令
和
８
年
１
月

１
日
か
ら
同
年
12月
31日
ま
で
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
に
係

る
知
事
管
理
区
分
に
あ
っ
て
は
令
和
８
年
４
月
１
日

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）
及
び
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大

型
魚
）
に
関
す
る
令
和
８
管
理
年
度
（
く
ろ
ま
ぐ
ろ

に
係
る
大
臣
管
理
区
分
に
あ
っ
て
は
令
和
８
年
１
月

１
日
か
ら
同
年
12月
31日
ま
で
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
に
係

る
知
事
管
理
区
分
に
あ
っ
て
は
令
和
８
年
４
月
１
日

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
八
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す
る
よ

う
命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記

冒
頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

記

失
効
年
月
日

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

発
行
年
月
日

令
和
七
年
八
月
二
十
五
日

旅
券
番
号

Ｔ
Ｍ
一
〇
九
七
七
八
三

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
六
十
二
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
農
林
水
産
省

告
示
第
千
八
百
三
十
二
号
（
特
定
水
産
資
源
（
さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま
い
わ
し
対
馬
暖
流
系

群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ

い
日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
）
に
関
す
る
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

数
量
を
公
表
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五
百
六
十
三
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
十
二
月
二
十

二
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
三
十
八
号
（
特
定
水
産
資
源
（
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）
及
び
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型

魚
））に
関
す
る
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
を
公
表
す
る
件
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生





第一 くろまぐろ（小型魚） 第一 くろまぐろ（小型魚）
一 漁獲可能量（法第15条第１項第1号関
係）

一 漁獲可能量（法第15条第１項第１号関
係）

40158トン 40158トン

から翌年３月31日までの期間をいう。）におけ
る漁業法（以下「法」という。）第15条第１項
各号に掲げる数量は、次のとおりとする。

から翌年３月31日までの期間をいう。）におけ
る漁業法（以下「法」という。）第15条第１項
各号に掲げる数量は、次のとおりとする。

二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１
項第２号関係）

二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１
項第２号関係）

法第15条第１項第２号の都道府県別漁
獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道
府県ごとに、それぞれ同表の右欄に掲げ
る数量とする。

（単位：トン）

法第15条第１項第２号の都道府県別漁
獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道
府県ごとに、それぞれ同表の右欄に掲げ
る数量とする。

（単位：トン）

都道府県 都道府県別漁獲可能量 都道府県 都道府県別漁獲可能量

北海道 847 北海道 847

青森県 3353 青森県 3353

岩手県 1068 岩手県 1068

宮城県 629


宮城県 640


秋田県 511 秋田県 511

山形県 88 山形県 88

福島県 300 福島県 300

茨城県 433 茨城県 433

千葉県 987 千葉県 987

東京都 109 東京都 109

神奈川県 567 神奈川県 567

新潟県 1192 新潟県 1192

富山県 1239 富山県 1239

石川県 1119 石川県 1119

福井県 548 福井県 548

静岡県 528 静岡県 528

愛知県 10 愛知県 10

三重県 653 三重県 653

京都府 581 京都府 581

大阪府 10 大阪府 10

兵庫県 258 兵庫県 258

和歌山県 537 和歌山県 537

鳥取県 238 鳥取県 238

島根県 1224 島根県 1224

岡山県 10 岡山県 10

広島県 10 広島県 10

山口県 999 山口県 999

徳島県 417 徳島県 417

香川県 10 香川県 10

愛媛県 303 愛媛県 303

高知県 1002 高知県 1002

福岡県 173 福岡県 173

佐賀県 220 佐賀県 220

長崎県 9019


長崎県 8719


熊本県 338 熊本県 338

大分県 210 大分県 210

宮崎県 213 宮崎県 213

鹿児島県 523 鹿児島県 523

沖縄県 01 沖縄県 01

三 大臣管理漁獲可能量（法第15条第１項
第３号関係）

三 大臣管理漁獲可能量（法第15条第１項
第３号関係）

法第15条第１項第３号の大臣管理漁獲
可能量は、次の表の左欄に掲げる大臣管
理区分ごとに、それぞれ同表の右欄に掲
げる数量とする。

（単位：トン）

法第15条第１項第３号の大臣管理漁獲
可能量は、次の表の左欄に掲げる大臣管
理区分ごとに、それぞれ同表の右欄に掲
げる数量とする。

（単位：トン）

大臣管理区分 大臣管理漁獲可能量 大臣管理区分 大臣管理漁獲可能量

くろまぐろ
（小型魚）大
中型まき網漁
業

8552


くろまぐろ
（小型魚）大
中型まき網漁
業

8841


令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報





くろまぐろ
（小型魚）か
じき等流し網
漁業等

142 くろまぐろ
（小型魚）か
じき等流し網
漁業等

142

くろまぐろ
（小型魚）か
つお・まぐろ
漁業

491 くろまぐろ
（小型魚）か
つお・まぐろ
漁業

491

第二 くろまぐろ（大型魚） 第二 くろまぐろ（大型魚）
一 漁獲可能量（法第15条第１項第１号関
係）

一 漁獲可能量（法第15条第１項第１号関
係）

105047トン 105047トン
二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１
項第２号関係）

二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１
項第２号関係）

法第15条第１項第２号の都道府県別漁
獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道
府県ごとに、それぞれ同表の右欄に掲げ
る数量とする。

（単位：トン）

法第15条第１項第２号の都道府県別漁
獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道
府県ごとに、それぞれ同表の右欄に掲げ
る数量とする。

（単位：トン）

都道府県 都道府県別漁獲可能量 都道府県 都道府県別漁獲可能量

北海道 6447 北海道 6447

青森県 8341 青森県 8341

岩手県 1082 岩手県 1082

宮城県 798


宮城県 787


秋田県 669 秋田県 669

山形県 885


山形県 835


福島県 20 福島県 20

茨城県 246 茨城県 246

千葉県 937 千葉県 937

東京都 1020 東京都 1020

神奈川県 360 神奈川県 360

新潟県 1586 新潟県 1586

富山県 412 富山県 412

石川県 762 石川県 762

福井県 412 福井県 412

静岡県 605 静岡県 605

愛知県 20 愛知県 20

三重県 579 三重県 579

京都府 563 京都府 563

大阪府 20 大阪府 20

兵庫県 309 兵庫県 309

和歌山県 678 和歌山県 678

鳥取県 228 鳥取県 228

島根県 567 島根県 567

岡山県 20 岡山県 20

広島県 20 広島県 20

山口県 1460 山口県 1460

徳島県 251 徳島県 251

香川県 20 香川県 20

愛媛県 227 愛媛県 227

高知県 450 高知県 450

福岡県 527 福岡県 527

佐賀県 308 佐賀県 308

長崎県 4145


長崎県 4445


熊本県 230 熊本県 230

大分県 282 大分県 282

宮崎県 674 宮崎県 674

鹿児島県 440


鹿児島県 390


沖縄県 2500


沖縄県 2600

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和

年
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
月
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
日
水
曜
日
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三 大臣管理漁獲可能量（法第15条第１項
第３号関係）

三 大臣管理漁獲可能量（法第15条第１項
第３号関係）

法第15条第１項第３号の大臣管理漁獲
可能量は、次の表の左欄に掲げる大臣管
理区分ごとに、それぞれ同表の右欄に掲
げる数量とする。

（単位：トン）

法第15条第１項第３号の大臣管理漁獲
可能量は、次の表の左欄に掲げる大臣管
理区分ごとに、それぞれ同表の右欄に掲
げる数量とする。

（単位：トン）

大臣管理区分 大臣管理漁獲可能量 大臣管理区分 大臣管理漁獲可能量

くろまぐろ
（大型魚）大
中型まき網漁
業（漁獲量の
総量の管理を
行う管理区
分）

31672


くろまぐろ
（大型魚）大
中型まき網漁
業（漁獲量の
総量の管理を
行う管理区
分）

31383


くろまぐろ
（大型魚）大
中型まき網漁
業（漁獲割当
てによる管理
を行う区分）

19624 くろまぐろ
（大型魚）大
中型まき網漁
業（漁獲割当
てによる管理
を行う区分）

19624

くろまぐろ
（大型魚）か
じき等流し網
漁業等

866 くろまぐろ
（大型魚）か
じき等流し網
漁業等

866

くろまぐろ
（大型魚）か
つお・まぐろ
漁業（漁獲量
の総量の管理
を行う区分）

165 くろまぐろ
（大型魚）か
つお・まぐろ
漁業（漁獲量
の総量の管理
を行う区分）

165

くろまぐろ
（大型魚）か
つお・まぐろ
漁業（漁獲割
当てによる管
理を行う管理
区分）

11533 くろまぐろ
（大型魚）か
つお・まぐろ
漁業（漁獲割
当てによる管
理を行う管理
区分）

11533

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

亀 谷 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

熊 本 県 上 益 城 郡 山 都 町 大 字 北 中 島 の 区 域 内 の

土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 四 十 二 点 ま で を 順 次

結 ん だ 線 及 び 一 点 と 四 十 二 点 を 昭 和 四 十 二 年 建

設 省 告 示 第 千 百 六 十 二 号 で 指 定 し た 亀 谷 川 に 掲

げ る 土 地 の 境 界 線 に 沿 っ て 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た

土 地 の 区 域

１ 3245036241 13055474289
２ 3245029011 13055495050
３ 3245034394 13055507768
４ 3245049194 13055515249
５ 3245053568 13055528530
６ 3245032696 13055556918
７ 3245027628 13055586006
８ 3245009260 13056001762
９ 3245008383 13056009652
10 3245046084 13056033516
11 3245058041 13056047447
12 3245060076 13056069583
13 3245055662 13056090470
14 3245080492 13056122847
15 3245079942 13056144293
16 3245066383 13056176669

17 3245063559 13056194967

18 3245072564 13056211877

19 3245068876 13056255740

20 3245083442 13056267128

21 3245090520 13056294665

22 3245078096 13056299137

23 3245070510 13056278393

24 3245045256 13056252758

25 3245048718 13056217698

26 3245051778 13056199911

27 3245049990 13056185654

28 3245054463 13056155375

29 3245062390 13056136591

30 3245041632 13056127651

31 3245025750 13056108348

32 3245031431 13056074765

33 3245049541 13056070105

34 3245046507 13056049671

35 3244594549 13056013142

36 3244598040 13055588607

37 3245018562 13055580067

38 3245023474 13055551233

39 3245041338 13055525254

40 3245026791 13055514630

41 3245020340 13055495601

42 3245022772 13055471452

令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 十 七 号

船 舶 安 全 法 （ 昭 和 八 年 法 律 第 十 一 号 ） 第 六 条 ノ 二 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 事 業 場 を 次 に 掲 げ る 物 件 の

製 造 工 事 に 係 る 事 業 場 と し て 認 定 し た の で 、 船 舶 安 全 法 の 規 定 に 基 づ く 事 業 場 の 認 定 に 関 す る 規 則 （ 昭

和 四 十 八 年 運 輸 省 令 第 四 十 九 号 ） 第 十 二 条 の 規 定 に 基 づ き 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 四 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

事業場の名称 事業場の所在地 認定に係る物件の範囲 有 効 期 間
本田技研工業株式会社
細江船外機工場

静岡県浜松市浜名区細江
町気賀5794番地１

船外機（連続最大出力が
92キロワット以下のもの
に限る。）

令和８年10月５日から
令和13年10月４日まで

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 十 八 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 四 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲





令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
五
十
一
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
十
月
三
十
日
（
予
備
、
同
月
三
十
一

日
）
の
〇
六
〇
〇
か
ら
一
八
〇
〇
ま
で

区

域

豊
後
水
道
南
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
六
地

点
を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
地

点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に

そ
の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四
〇

メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
四
二
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
二
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
三
六
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
三
六
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

実
施
艦

自
衛
艦
十
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
十
月
三
十
日
（
予
備
、
同
月
三
十
一

日
）
の
〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で

区

域

五
島
列
島
南
方
の
次
の
経
緯
度
線
に
よ
り
囲
ま

れ
る
海
面
及
び
そ
の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一

五
、
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
二
度
二
〇
分
一
二
秒

北
緯
三
一
度
四
七
分
一
二
秒

東
経
一
二
八
度
四
五
分
五
二
秒

東
経
一
二
九
度
〇
九
分
五
二
秒

実
施
艦

自
衛
艦
九
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
経
緯
度
は
、
世
界
測
地
系
の

数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
五
十
三
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
十
一
月
七
日
（
予
備
、
同
月
八
日
）

の
〇
七
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で

区

域

若
狭
湾
北
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
四
地
点

を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
地
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ

の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
三
、
〇
四
八
メ
ー
ト

ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
七
度
〇
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

北
緯
三
七
度
二
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
七
度
〇
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
六
度
四
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

実
施
艦

自
衛
艦
九
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
五
十
四
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
等
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
。令

和
八
年
十
月
十
四
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
十
月
十
九
日
（
予
備
、
同
月
二
十

日
及
び
同
月
二
十
一
日
）
の
一
一
〇
〇
か
ら

二
三
〇
〇
ま
で

区

域

沖
縄
島
南
東
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
六

地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の

二
地
点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
陸

面
並
び
に
そ
の
上
空
で
海
面
高
か
ら
高
度
一

五
、
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
二
四
度
二
三
分
一
五
秒

東
経
一
三
〇
度
四
七
分
五
二
秒

北
緯
二
五
度
二
六
分
一
五
秒

東
経
一
三
一
度
四
一
分
五
二
秒

北
緯
二
五
度
一
三
分
一
五
秒

東
経
一
三
二
度
三
〇
分
五
二
秒

北
緯
二
四
度
〇
〇
分
一
六
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
二
秒

北
緯
二
四
度
〇
〇
分
一
五
秒

東
経
一
三
一
度
二
二
分
三
八
秒

北
緯
二
四
度
〇
七
分
三
三
秒

東
経
一
三
一
度
一
〇
分
二
五
秒

実
施
艦
等

自
衛
艦
十
三
隻
、
航
空
機
十
一
機

そ
の
他

一

射
撃
等
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機

が
存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面

に
船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し

な
が
ら
実
施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲

揚
す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界

測
地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
五
十
五
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
等
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
。令

和
八
年
十
月
十
四
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
十
月
十
九
日
（
予
備
、
同
月
二
十

日
及
び
同
月
二
十
一
日
）
の
〇
七
〇
〇
か
ら

二
三
〇
〇
ま
で

区

域

沖
大
東
島
の
北
緯
二
四
度
二
八
分
一
五
秒
、

東
経
一
三
一
度
一
〇
分
五
二
秒
の
地
点
を
中

心
と
す
る
半
径
５
海
里
の
円
内
の
海
面

実
施
艦
等

自
衛
艦
十
三
隻
、
航
空
機
十
一
機

そ
の
他

一

射
撃
等
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機

が
存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面

に
船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し

な
が
ら
実
施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲

揚
す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界

測
地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
北
地
方
整
備
局
長

小
島

優

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
十
五
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

岩
手
県
九
戸
郡
洋
野
町
種
市
第
二
四
地
割
字
横
手
三
五
番

一
か
ら
同
町
種
市
第
二
五
地
割
字
サ
ン
ニ
ヤ
五
三
番
一
八

ま
で

前後

六
六
・
八
六
〜
二
六
〇
・
〇
五

六
八
・
一
九
〜
二
六
一
・
七
〇

〇
・
一
四
六

〇
・
一
四
六

図
面
縦
覧
場
所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
三
陸
国
道
事
務
所

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
九
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

一

施
行
者
の
名
称

熊
本
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
二
十
八
年
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
四
十
一
号
八
代
都
市
計
画
道
路

事
業
三
・
二
・
二
十
四
号
南
部
幹
線
及
び
三
・
四
・
八
号
八
代
港
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
至
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し





国
会
事
項

人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
七
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

北
海
道
開
発
局
長

岡
下

淳

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

二
百
四
十
一
号

及
び
二
百
七
十

三
号

北
海
道
河
東
郡
音
更
町
木
野
大
通
東
五
丁
目
三
番
一
〇
か
ら
同
町

木
野
大
通
東
五
丁
目
一
番
一
ま
で

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
帯
広

開
発
建
設
部

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
十
四
日

衆

議

院

議
案
提
出

十
月
九
日
内
閣
か
ら
提
出
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

租
税
及
び
社
会
保
険
料
に
よ
る
負
担
の
軽
減
の
た
め
の

飲
食
料
品
に
係
る
消
費
税
率
の
臨
時
的
な
引
下
げ
及
び

就
業
者
負
担
軽
減
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
案

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
及
び
二
千
二
十

七
年
国
際
園
芸
博
覧
会
政
府
委
員
の
設
置
に
関
す
る
臨

時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び
地
方
公
務
員
等
共
済
組

合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

質
問
書
提
出

十
月
九
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
男
性
接
種
の
定
期
接
種
化
に
係
る

費
用
対
効
果
評
価
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
向
山
好
一

提
出
）

報
告
書
受
領

十
月
九
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

内
閣
府
設
置
法
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
国
家
行
政
組

織
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
令
和
八
年

二
月
十
八
日
か
ら
同
年
十
月
四
日
ま
で
の
間
に
お
け
る

行
政
組
織
の
新
設
改
廃
状
況
報
告
書

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
く

「
令
和
七
年
度
我
が
国
に
お
け
る
過
労
死
等
の
概
要
及

び
政
府
が
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
に
講
じ
た
施
策
の

状
況
」
に
関
す
る
報
告

参

議

院

議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

十
月
九
日
内
閣
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ
た
。

租
税
及
び
社
会
保
険
料
に
よ
る
負
担
の
軽
減
の
た
め
の

飲
食
料
品
に
係
る
消
費
税
率
の
臨
時
的
な
引
下
げ
及
び

就
業
者
負
担
軽
減
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
案

（
閣
法
第
一
号
）

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
号
）

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
及
び
二
千
二
十

七
年
国
際
園
芸
博
覧
会
政
府
委
員
の
設
置
に
関
す
る
臨

時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
閣
法
第
三
号
）

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
号
）

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び
地
方
公
務
員
等
共
済
組

合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
号
）

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
閣
法
第
六
号
）

検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
閣
法
第
七
号
）

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
閣
法
第
八
号
）

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣

法
第
九
号
）

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
〇
号
）

報
告
書
受
領

十
月
九
日
内
閣
か
ら
、
内
閣
府
設
置
法
第
六
十
七
条
第

一
項
及
び
国
家
行
政
組
織
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
令
和
八
年
二
月
十
八
日
か
ら
同
年
十
月
四
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
行
政
組
織
の
新
設
改
廃
状
況
報
告
書
を

受
領
し
た
。

ま
た
、
同
日
内
閣
か
ら
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法

第
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
「
令
和
七
年
度
我
が
国
に
お
け

る
過
労
死
等
の
概
要
及
び
政
府
が
過
労
死
等
の
防
止
の
た

め
に
講
じ
た
施
策
の
状
況
」に
関
す
る
報
告
を
受
領
し
た
。

法

務

省

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
兼
法
務
省

大
臣
官
房
秘
書
課
付
）
検
事
兼
法

務
事
務
官

磯
谷

武
司

法
務
事
務
官
（
法
務
省
大
臣
官
房
秘
書
課
付
）
の
併
任
を

解
除
す
る
（
十
月
八
日
）

〇
定
年
退
官

鹿
児
島
区
検
察
庁
副
検
事
水
口
博
信
は
、
検
察
庁
法
第

二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
十
月
八
日
限
り
定
年
退

官

浮
田

俊
彦

大
西

祥
一

鎌
田

鐵
舟

河
西

求

川
原

敏
春

組
木

政
博

千
明

猛

長
野

和
夫

坂
東

信
和

舟
尾

逸
弘

宮
本

次
郎

八
島

庸
一

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

中
村

辰
實

正
七
位
に
叙
す
る

阿
部

修

福
島

康
敏

松
本

又
男

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
四
日
）

（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）

鈴
木

慶
二

従
四
位
に
叙
す
る

陸
井

益
三

増
岡

錦
也

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

榎
並

邦
夫

小
林

俊
光

寺
崎

強

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）上

場

秀
行

大
谷

勝
彦

本
田

伸
夫

宮
崎
彌
一
郎

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

佐
々
木
正
和

嶋
田

正
美

鈴
木

一
弘

二
本
柳
照
美

橋
詰
壽
惠
男

前
田
津
喜
雄

森
脇

義
治

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

青
木

昇

園
田

和

瀧
本

徹

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

松
下

利
勝

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
五
日
）

野
澤

邦
彦

従
四
位
に
叙
す
る

中
原

昭
則

吉
田
康
一
郎

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

〇
叙
位（

滋
賀
医
科
大
学
名
誉
教
授
）

島
田

司
巳

正
四
位
に
叙
す
る

（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

佐
藤

英
明

従
四
位
に
叙
す
る

川
田

弘
二

河
戸
征
次
郎

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）芝

原

正
司

田
中

良
一

服
部

正
伍

山
本

幸
男

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

菊
池

俊
征

齋
藤

喜
敏

所

典
夫

野
口

幸
輔

花
岡

睦
雄

藤
沢

茂
樹

松
田

啓
治

松
本

末
男

宮
田

干
城

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

齋
藤

和
義

齋
藤

進

冨
永

弘
喜

山
本

勇

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
三
日
）

（
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
名
誉
教

授
）

山
田

猛
敏

（
岡
崎
国
立
共
同
研
究
機
構
生
理
学

研
究
所
名
誉
教
授
）

渡
邉

昭

正
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

三
村

知
彦

従
四
位
に
叙
す
る

平
井

軍
治

従
五
位
に
叙
す
る

渋
谷

純
一

高
村

淳
三

玉
利

哲

前
田

尚
彦

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）





皇
室
事
項

官
庁
報
告

公

告

令和年月日 水曜日 第号官 報

上
野

健
二

高
橋

一
郎

中
村

隆

森
山

羊
朗

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）海

保

五
郎

城
間

憲
典

中
村

喩

前
田

烈

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

石
川

武
美

石
坂

良
吉

石
田

順
朗

一
関

幸
治

上
野

勝
昭

宇
都
宮
房
光

笹
井

勝
喜

新
原

三
男

菅
沼

康
次

鈴
木
一
二
三

高
橋

昭
男

田
麥

憲
文

西
道
啓
之
助

古
市

嘉
郁

森
久

芳
和

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）赤

澤

敏
樹

柴
崎

祐
造

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

亀
井

敏
英

（
二
等
陸
尉
）

丹
治

雅
人

山
口

年
雄

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
六
日
）高

橋

博
志

正
七
位
に
叙
す
る
（
九
月
七
日
）

西
岡
瑠
璃
子

正
五
位
に
叙
す
る
（
九
月
八
日
）

鳴
海

隆
志

正
七
位
に
叙
す
る
（
九
月
九
日
）

〇
叙
勲

大
橋

三
男

西
山
津
智
男

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
四
日
）寺

崎

強

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る

礒
永

秀
生

村
上

浩
一

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
五
日
）

黒
田

宏
次

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
六
日
）

（
滋
賀
医
科
大
学
名
誉
教
授
）

島
田

司
巳

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

河
戸
征
次
郎

菊
池

俊
征

田
中

良
一

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

磯
貝

淺
夫

齋
藤

和
義

齋
藤

進

冨
永

弘
喜

藤
沢

茂
樹

松
本

末
男

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
三
日
）

三
村

知
彦

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

渋
谷

純
一

千
明

猛

坂
東

信
和

福
島

康
敏

松
本

又
男

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
四
日
）

（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）

鈴
木

慶
二

瀧
本

徹

本
田

伸
夫

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

上
場

秀
行

小
林

俊
光

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
五
日
）

城
間

憲
典

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

石
川

武
美

中
原

昭
則

森
久

芳
和

森
山

羊
朗

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

赤
澤

敏
樹

亀
井

敏
英

笹
井

勝
喜

佐
藤

久
作

（
二
等
陸
尉
）

丹
治

雅
人

山
口

年
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
六
日
）

高
橋

博
志

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
七
日
）

本
邦
駐
箚
ブ
ラ
ジ
ル
連

邦
共
和
国
特
命
全
権
大

使

オ
タ
ヴ
ィ
オ
・
エ
ン
ヒ
ッ

ケ
・
ジ
ア
ス
・
ガ
ル
シ
ア
・

コ
ル
テ
ス

旭
日
大
綬
章
を
贈
与
す
る
（
十
月
二
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
憲
法
記
念
日
に
つ
き
、

五
月
一
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
フ
ィ
ジ
ー
の
独
立
記
念
日
に
つ
き
、
十

月
九
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
国
祭
日
に
つ
き
、
十
月
九

日
同
国
国
王
陛
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

御
答
信

天
皇
陛
下
か
ら
三
月
五
日
ガ
ー
ナ
大
統
領
閣
下
へ
発
せ

ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、四
月
十
三
日
御
答
信
が
あ
っ
た
。

諸

事

項

相
続
財
産
清
算
人
の
選
任
及
び
相

続
権
主
張
の
催
告





令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報





令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告

破産手続開始

除 権 決 定






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間





令
和

年


月


日
水
曜
日

第

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破産手続終結
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債権者集会招集

書面による計算報告

特別清算開始

令和８年（ヒ）第２０４９号
東京都中央区八丁堀１丁目５番２号 はごろも
ビル２階
清算株式会社 株式会社三日町
代表清算人 佐藤 祐一
１ 決定年月日 令和８年９月29日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部

特別清算終結

令和８年（ヒ）第９号
岡山県瀬戸内市邑久町山田庄196番地の1
清算株式会社 株式会社瀬戸内
１ 決定年月日 令和8年9月29日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

岡山地方裁判所第３民事部
令和８年（ヒ）第５号
岡山県倉敷市水江１２０７番地１
清算株式会社 株式会社プレミネント
１ 決定年月日 令和８年９月２８日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

岡山地方裁判所倉敷支部
令和８年（ヒ）第２０３８号
東京都新宿区岩戸町17番地
清算株式会社 株式会社文英堂販売
１ 決定年月日 令和８年９月28日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

東京地方裁判所民事第２０部

令和８年（ヒ）第１号
兵庫県伊丹市森本八丁目85番地
清算株式会社 株式会社協和精機製作所
代表清算人 小暮ひとみ
１ 決定年月日 令和８年９月29日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

神戸地方裁判所伊丹支部
令和８年（ヒ）第２号
兵庫県川西市東多田二丁目24番21号
清算株式会社 株式会社グローバリーテック

ジャパン
代表清算人 小暮ひとみ
１ 決定年月日 令和８年９月29日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

神戸地方裁判所伊丹支部
令和８年（ヒ）第３号
大阪府豊中市利倉二丁目13番21号
清算株式会社 株式会社協和モールド
代表清算人 小暮ひとみ
１ 決定年月日 令和８年９月29日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

神戸地方裁判所伊丹支部

特別清算協定認可

令和８年（ヒ）第１０２号
静岡県伊豆の国市長岡１３０８番地
清算株式会社 株式会社かめや
代表清算人 河野 貢
１ 決定年月日 令和８年９月２８日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
第１ 通則
１ 協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、令和８年７月
９日（特別清算手続開始決定日）までの原因
に基づいて発生した別紙「本件協定債権額一
覧」に記載の債権者（以下「協定債権者」と
いう。）が有する債権（以下「本件協定債権」
という。）とする。
２ 債権額
協定債権者の令和８年７月９日における本
件協定債権額は、別紙「本件協定債権額一覧」
のとおりである。






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

第２ 按分弁済
１ 特別清算会社は、協定債権者に対し、本協
定認可決定確定日の属する月の末日から１か
月以内に、資産の換価代金１００３万２３０
８円から協定債権者の共同利益のためにする
裁判上の諸費用、清算業務遂行に要する諸費
用及び特別清算の手続のために特別清算会社
に対して生じる債権などの共益的債権、国税
徴収法又はその例により徴収することができ
る債権並びに裁判所から支払の許可を受けた
債権の合計額１３万３２９０円を控除した残
高９８９万９０１８円を、別紙「本件協定債
権額一覧」の元金残高に応じて、以下のとお
り按分して弁済する。ただし、按分弁済の結
果生じる１円未満の端数は切り捨て、弁済原
資と各弁済額の合計額との差額は、当該端数
の大きい債権者から順に１円ずつ加算する。
スルガ銀行株式会社 ２１４万２３８９円
株式会社日本政策金融公庫 ２４３万００
２４円
静岡県信用保証協会 ５３２万６６０５円
２ 前項の弁済は、協定債権者の指定する金融
機関の口座に振込送金する方法で支払う。た
だし、振込手数料は特別清算会社の負担とす
る。
３ 協定債権者は、第１項の規定による弁済を
受けたときは、特別清算会社に対し、本件協
定債権の総額から各弁済額を控除した残額に
ついて、その債務を全部免除する。
４ 第１項の規定による弁済の後、特別清算会
社に新たな財産が発見されたときは、特別清
算会社はこれを速やかに換価し、協定債権者
に対し、換価代金から必要な費用を控除した
残額を、本件協定債権額の割合に応じて按分
して弁済する。ただし、按分弁済の結果生じ
る１円未満の端数は切り捨て、弁済原資と各
弁済額の合計額との差額は、当該端数の大き
い債権者から順に１円ずつ加算する。この場
合において、協定債権者が第３項の規定によ
り行った残債務の免除は、新たに按分弁済さ
れた金額の限度において効力を失うものとす
る。
５ 特別清算開始決定日以降、本件協定債権の
全部又は一部について債権の移転があった場
合においても、変更前の協定債権者とその有
する本件協定債権の額を基準に本協定条項を
適用するものとする。

以上
（別紙省略）

静岡地方裁判所沼津支部民事部

令和８年（ヒ）第１号
京都府福知山市篠尾新町四丁目１番地の１
清算株式会社 株式会社アイトシステム
１ 決定年月日 令和８年９月２４日
２ 主文 本件協定を認可する。

協定
１ 協定の対象となる債権
本協定の対象となる債権は、株式会社アイト
システム（以下「清算株式会社」という。）の
特別清算手続開始決定日の前日である令和8年
７月16日までの原因に基づいて発生した債権
（以下「協定債権」という。）とする。
２ 協定債権の免除

別紙協定債権者等目録記載の各協定債権者
（以下「本件協定債権者」という。）は、本協
定認可決定確定時において、清算株式会社に対
する協定債権につきその債務を全部免除する。
３ 利息・遅延損害金の免除

協定債権に対する特別清算開始決定後の利
息・遅延損害金については、本協定認可確定時
に免除を受ける。
４ 追加弁済
清算株式会社に新たな財産が発見されたとき
は、清算株式会社はこれを速やかに換価し、本
件協定債権者に対し、換価代金から必要な費用
を控除した残額を追加弁済原資として、協定債
権額の割合に応じて弁済する。ただし、割合弁
済の結果生じる1円未満の端数は切り捨てる。
この場合において、本件協定債権者が第２項に
より行った債務の免除は、割合弁済された金額
の限度において効力を失うものとする。
５ その他
特別清算開始決定日以降、協定債権の全部又
は一部について債権の移転があった場合におい
ても、変更前の協定債権者とその有する協定債
権の額を基準に本協定条項を適用するものとす
る。
（別紙）
協定債権者等目録
〒620－0051
京都府福知山市昭和新町186
協定債権者足立匡
（協定債権額3448万7445円）
〒620-0051
京都府福知山市昭和新町186
協定債権者足立伊久美
（協定債権額250万0000円）

〒135-0063
東京都江東区有明一丁目4番11号ブリリア
マーレ有明2107
協定債権者足立恭一
（協定債権額250万0000円）
〒221-0825
神奈川県横浜市神奈川区反町一丁目3番地7
グランドパーク横浜反町フィエルテ90 3号
協定債権者安尾明弘
（協定債権額1361万1438円）
〒620-0055
京都府福知山市篠尾新町四丁目1番地の1
協定債権者足立不動産株式会社
代表者代表取締役足立伊久美
（協定債権者6952万0000円）

京都地方裁判所福知山支部
令和８年（ヒ）第３０２４号
大阪府豊中市新千里東町一丁目３番417号
清算株式会社 株式会社ＴＳＨ
代表清算人 田村 正良
１ 決定年月日 令和８年９月29日
２ 主文 本件協定を認可する。

協定
１ 本協定の対象となる債権は、清算株式会社に
対する債権のうち、一般の先取特権その他一般
の優先権がある債権、特別清算の手続のために
清算株式会社に対して生じた債権、及び特別清
算の手続に関する清算株式会社に対する費用請
求権を除いた債権（以下「協定債権」という。）
であり、同債権を有する者を「協定債権者」と
いう。
２ 別紙協定債権者一覧記載の協定債権者は、本
協定認可決定確定時において、清算株式会社に
対する協定債権の全額（協定債権に対する利息、
遅延損害金の一切を含む。）につき、その債務
を免除する。
３ 前項の債務免除の後、清算株式会社に新たな
財産が発見されたときは、清算株式会社は、こ
れを速やかに換価し、各協定債権者に対し、換
価代金から必要な費用を控除した残額を別紙協
定債権者一覧の協定債権額に応じて按分して弁
済する（ただし、１円末満の端数については一
律に切り捨てて弁済額を計算する。）。この場合
における弁済は、各協定債権者の指定する金融
機関口座に振り込む方法により実施する。ただ
し、振込手数料は清算株式会社の負担とする。

４ 前項の場合においては、各協定債権者が第２
項の規定により行った債務の免除は、新たにさ
れた弁済の限度で効力を失うものとする。
（別紙省略）

以上
大阪地方裁判所第６民事部

小規模個人再生による再生手
続開始
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小規模個人再生による書面決
議に付する決定
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小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始
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給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告
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所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告
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令和年月日 水曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
港
区
愛
宕
二
丁
目
五
番
一
号
愛
宕
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ズ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
タ
ワ
ー
三
五
階

（
甲
）
ア
ロ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社

代
表
社
員

ア
ロ
ー
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
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・（
シ
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ア
イ
）・
リ
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テ
ッ

ド

職
務
執
行
者

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
サ
ル
ミ

東
京
都
港
区
愛
宕
二
丁
目
五
番
一
号
愛
宕
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ズ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
タ
ワ
ー
三
五
階

（
乙
）ア
ロ
ー
・
チ
ッ
プ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
合
同
会
社

代
表
社
員

ア
ロ
ー
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社

職
務
執
行
者

リ
チ
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ー
ド
・
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イ
ド
リ
ッ
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合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、

最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
一
日

掲
載
頁

四
頁

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
一
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
狛
江
市
東
和
泉
二
丁
目
四
番
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
東
都

代
表
取
締
役

飯
田

光
昭

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
東
橋
本
二
丁
目
三
〇
番

八
号

（
乙
）
株
式
会
社
賃
貸
山
信

代
表
取
締
役

高
見
澤
次
郎

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認

決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
七
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｉ
ｎ
ｎ

ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

代
表
取
締
役

堤

貴
寛

東
京
都
新
宿
区
新
宿
二
丁
目
八
番
六
号
Ｋ
Ｄ
Ｘ
新

宿
二
八
六
ビ
ル
七
階（

乙
）
株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｏ

代
表
取
締
役

松
山

純
輝

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認

決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

掲
載
頁

七
十
頁
（
号
外
第
七
十
二
号
）

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｉ
ｎ
ｎ

ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

代
表
取
締
役

堤

貴
寛

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
丁
目
二
二
番
三
五
号
西

新
宿
三
晃
ビ
ル
三
Ｆ

（
乙
）
株
式
会
社
日
本
技
研
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ア
ー
キ
テ
ク
ト

代
表
取
締
役

南

嘉
保

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認

決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

掲
載
頁

七
十
五
頁
（
号
外
第
七
十
二
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
日

掲
載
頁

六
十
二
頁
（
号
外
第
七
十
九
号
）

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
八
丁
目
四
番
四
号

（
甲
）
株
式
会
社
ラ
ン
ド
・
ホ
ー

代
表
取
締
役

塚
本

昌
信

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｇ

ｃ
ｌ
ｅ
ｆ

代
表
取
締
役

中
村

慶
郎

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
四
日

掲
載
頁

七
十
四
頁
（
号
外
第
八
十
七
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
四
日

掲
載
頁

六
十
五
頁
（
号
外
第
八
十
七
号
）

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
シ
ス
ト

代
表
取
締
役

大
塚

辰
男

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
四
丁
目
一
番
地
一

（
乙
）
株
式
会
社
ア
シ
ス
ト
テ
ッ
ク
フ
ェ
イ
ス

代
表
取
締
役

大
塚

辰
男

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、

最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
一
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
一
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
十
四
日

大
阪
府
堺
市
北
区
長
曽
根
町
一
〇
番
地
柳
生
第
二

ビ
ル
二
階

（
甲
）
ウ
ィ
ル
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中

圭
一

大
阪
府
堺
市
北
区
長
曽
根
町
一
〇
番
地
柳
生
第
二

ビ
ル
二
階

（
乙
）
ウ
ィ
ル
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中

圭
一





令和年月日 水曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
を
行
い
、
甲
は
乙
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
八
四
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
九
六
条
第
二

項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
吸
収
分
割

い
た
し
ま
す
。

こ
の
吸
収
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

掲
載
頁

七
十
五
頁
（
号
外
第
七
十
二
号
）

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
八
丁
目
四
番
四
号

（
甲
）
株
式
会
社
ラ
ン
ド
・
ホ
ー

代
表
取
締
役

塚
本

昌
信

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｉ
ｎ
ｎ

ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

代
表
取
締
役

堤

貴
寛

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
乙
は
甲
が
営
む
事
業
の
う

ち
家
庭
向
け
電
気
の
切
替
事
業
に
係
る
オ
フ
ラ
イ
ン
チ
ャ

ン
ネ
ル
事
業
の
権
利
義
務
を
承
継
し
甲
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
み
。

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
番
二
号
虎
ノ
門
３

０
森
ビ
ル
二
階

（
甲
）
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

丸
岡

智
也

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
番
二
号
虎
ノ
門
３

０
森
ビ
ル
二
階

（
乙
）
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
カ
ス
タ
マ
ー

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

五
十
嵐
貴
裕

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
十
六
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ

Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｙ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
二
二
番
一
一
号
銀
座

大
竹
ビ
ジ
デ
ン
ス
二
ＦＥ

Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

井
澤

智
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
墨
田
区
向
島
三
丁
目
二
二

七
オ
ー
ケ
ー

ビ
ル
五
Ｆ

合
同
会
社
西
野
商
事

代
表
社
員

明
石

勝
幸

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
一
丁
目
六
〇

二
〇
天
翔

大
塚
駅
前
ビ
ル
五
階
Ｓ
五
〇
六
号
室

バ
ニ
ラ
レ
イ
ク
合
同
会
社

代
表
社
員

呂

永
德

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
合
同
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
合
同
会
社
ひ
た
ち
大
宮
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
四
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
月
十
四
日

茨
城
県
常
陸
大
宮
市
国
長
二
四
〇
八
番
地
の
一

株
式
会
社
ひ
た
ち
大
宮
ゴ
ル
フ

代
表
取
締
役

中
西

高
之

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
五
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｙ
株
式
会
社
と
し
ま

す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
品
川
区
豊
町
一
丁
目
一
番
三
号

Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｙ
合
同
会
社

代
表
社
員

荒
川

欣
治

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

神
奈
川
県
南
足
柄
市
雨
坪
六
六
番
地
一

合
同
会
社
ユ
メ
キ
ラ
メ
ク

代
表
社
員

勝
俣

夢
希

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
四
七
頁
（
号
外
第
一
七
三
号
）

令
和
八
年
十
月
十
四
日

埼
玉
県
川
越
市
大
字
山
田
一
九
七
〇
番
地
Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
一
〇
二

株
式
会
社
ハ
イ
ト
ス
・
リ
ー
ス
・
ト
ラ
ス
ト

代
表
取
締
役

藤
原

修
司

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
万
円
減
少
し
一
千
万
円
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

千
葉
県
野
田
市
中
里
六
〇
一
番
地
一

有
限
会
社
平
井
運
輸

代
表
取
締
役

平
井

一
美

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
を
行
い
、
甲
は
乙
の
Ｓ
Ｅ
Ｓ
事

業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
八
四
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
九
六
条
第
二

項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
吸
収
分
割

い
た
し
ま
す
。

こ
の
吸
収
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
七
日

掲
載
頁

七
十
頁
（
号
外
第
七
十
二
号
）

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｉ
ｎ
ｎ

ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

代
表
取
締
役

堤

貴
寛

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
ヴ
ェ
ス

代
表
取
締
役

中
村

慶
郎





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

六
一
上
表
中
改
正

後
欄一八
〜
一
九



〃

下
表
中
改
正

前
欄〃

〃

上
表
中
改
正

後
欄
終
り
か
ら
一
一



〃

下
表
中
改
正

前
欄〃〃

「
⒩
ア
ブ
デ
ル
ラ
フ
マ
ン
・
ム
ハ

マ
ド
・
ザ
フ
ィ
ル
・
ア
ル
・
ダ
ビ

ッ
シ
・
ジ
ュ
ハ
ニ
」

の
次
に「

⒪
ア
ブ
・
ワ
フ
ァ
・
ア
ル
・
サ
ウ
デ

ィ
」

を
加
え
る
。

「
⒩
A
b
d
elra
h
m
a
n
M
o
u
h
a
m

a
d
Z
a
fir
a
l
D
a
b
issi
Ju
h
a
n
i 」

の
次
に「

⒪
A
b
o
u
W
a
fa
a
l
S
a

o
u
d
i 」

を
加
え
る
。

（
原
稿
誤
り
）

三
上
表
中
改
正

後
欄

二


⒠
M
u
th
a
n
n
a

H
a
reth

A
1 -

D
h
a
ri

〃
下
表
中
改
正

前
欄

〃

⒠
M
u
th
a
n
n
a

H
a
reth

A
1

D
h
a
ri

令和年月日 水曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
十
二
億
三
千
二
百
万
円
減

少
し
九
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s//w
w
w
.ch
u
b
u
.sa
la
.jp
/ir

令
和
八
年
十
月
十
四
日

愛
知
県
豊
橋
市
神
野
新
田
町
字
ト
ノ
割
二
八
番
地

株
式
会
社
中
部

代
表
取
締
役

寺
田

定
雄

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
億
七
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
七
日

掲
載
頁

八
頁

令
和
八
年
十
月
十
四
日

熊
本
市
北
区
植
木
町
田
底
六
番
地

株
式
会
社
湯
の
森
ホ
テ
ル

代
表
取
締
役

青
木

直
之

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
七
千
七
百
三
十
万
三
千

六
百
八
十
七
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

兵
庫
県
姫
路
市
飾
磨
区
細
江
二
六
八
四
番
地

株
式
会
社
水
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

大
ケ
瀬
慶
子

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
億
五
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
五
億
五
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
六
日

掲
載
頁

七
十
三
頁
（
号
外
第
二
〇
七
号
）

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
品
川
区
東
品
川
二
丁
目
二
番
四
号
天
王
洲

フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ワ
ー
二
四
階

順
豊
エ
ク
ス
プ
レ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
谷

信
雪

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
一
億
二
千
万
円
、
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
三
十
日

掲
載
頁

一
一
四
頁
（
号
外
第
二
一
六
号
）

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
五
丁
目
二
七
番
五
号
リ

ン
ク
ス
ク
エ
ア
新
宿

株
式
会
社
Ｋ
ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｔ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

代
表
取
締
役

キ
ム
・
ジ
ェ
ヒ
ョ
ン

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

千
葉
県
館
山
市
北
条
一
六
二
五
番
地

川
上
種
苗
株
式
会
社

代
表
取
締
役

吉
田

裕
迪

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
第
三
号
及
び
同
法

施
行
令
第
十
七
条
第
二
項
第
二
号
に
基
づ
く
資
金
移
動
業

の
債
務
の
履
行
に
係
る
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
四
日
を
も
っ
て
資
金
移

動
業
の
全
部
を
廃
止
い
た
し
ま
し
た
。

当
社
は
、
資
金
移
動
業
と
し
て
行
う
為
替
取
引
に
関
し

負
担
す
る
債
務
に
つ
い
て
、
そ
の
履
行
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
振
込
先
金
融
機
関
口
座
が
登
録
さ
れ
て
い
な

い
等
の
理
由
に
よ
り
、
一
部
の
債
務
に
つ
い
て
履
行
を
完

了
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
当
該
債
務
に
係
る
債
権
者
は
、
令
和

八
年
十
一
月
十
六
日
午
前
十
時
ま
で
に
、
当
社
ア
プ
リ
よ

り
振
込
先
金
融
機
関
口
座
を
登
録
し
送
金
手
続
き
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
返
金
に
あ
た
っ
て
の
振
込
手
数
料
は
当
社
で
負

担
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
、
当
社
が
適
当
と
認
め
る
方
法
に
よ
り
残
高
返

還
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
問
合
せ
先

h
ttp
s://w

w
w
.p
rin
g
.jp
/h
elp
/

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
丁
目
二
一
番
三
号
渋
谷
ス

ト
リ
ー
ム

株
式
会
社
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

代
表
取
締
役

デ
ィ
ー
ブ
・
ゼ
ウ
ス

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
七
百
五
十
万
五
千
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
八
千
七
百
四
十
九
万
五
千
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
二
番
一
号
岸
本

ビ
ル
七
階

株
式
会
社
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｌ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

代
表
取
締
役

水
谷

太
志

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
百
万
円
と

し
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
零
円
と
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/co
m
p
a
n
ies/701974/

a
n
n
o
u
n
ces

令
和
八
年
十
月
十
四
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
二
二
番
一
一
号
銀
座

大
竹
ビ
ジ
デ
ン
ス
二
階Ｓ

ｅ
ｗ
ａ
Ｙ
ｏ
ｕ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

キ
ン
フ
ィ
リ
ッ
プ

合
併
公
告
及
び
合
併
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
四
日

掲
載
頁

四
頁

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
三
十
日

掲
載
頁

一
二
六
頁
（
号
外
第
二
一
六
号
）

ま
た
、
乙
の
株
券
を
所
有
す
る
方
は
、
株
券
提
出
日
で

あ
る
令
和
八
年
十
二
月
一
日
ま
で
に
乙
に
ご
提
出
下
さ

い
。令

和
八
年
十
月
十
四
日

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
南
幸
二
丁
目
一
五
番
二
〇

号
Ｙ
Ｂ
Ｓ
南
幸
ビ
ル
五
階

（
甲
）
株
式
会
社
Ｒ
Ｂ
Ｇ
Ｐ
２

代
表
取
締
役

金
子

英
正

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
南
幸
二
丁
目
一
五
番
二
〇

号
Ｙ
Ｂ
Ｓ
南
幸
ビ
ル
五
階

（
乙
）
株
式
会
社
Ｐ
Ｔ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

金
子

英
正

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日
（
号
外
特
第
二
十
五
号
）
外

務
省
告
示
第
八
十
二
号
（
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決

議
に
基
づ
く
資
産
凍
結
等
の
措
置
の
対
象
と
な
る
タ
リ

バ
ー
ン
関
係
者
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件
）令

和
六
年
十
二
月
九
日
（
号
外
特
第
五
十
四
号
）
外
務

省
告
示
第
三
百
九
十
五
号
（
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
に
基
づ
く
資
産
凍
結
等
の
措
置
の
対
象
と
な
る
タ
リ

バ
ー
ン
関
係
者
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件
）


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